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パ
ウ
ル
ス
文
(
ロ
・

A
F

・
N
H
)

の
解
釈
史

]{∞. 

ロ
オ

マ
法
研
究
会

序
に
代
え
て

~ 
回

芳
太
郎

イ
エ
リ
ン
グ
の
第
一
作
「
物
の
給
付
義
務
あ
る
者
が
物
か
ら
得
た
利
益
を
返
還
す
べ
き
範
囲
如
何
?
」
(
一
八
四
四
年
)

は
、
ロ
オ
マ
法

源
の
損
益
平
行
原
則
「
利
益
は
危
険
に
従
う
」

S
・

g-
コ
呂
一
回
目
門
口

E
Z
E
E
E『
白
目
巾
巴

g
g
B
O
E
2呂
田
宮

2
・2
巾

CB
∞
2
5
宮
内
呂

田

Z
Eロ
門
己
『
岡
田
町

oggoE)
の
言
わ
ば
法
学
化
に
努
め
た
も
の
で
あ
る
。
歴
史
法
学
派
(
パ
ン
デ
ク
テ
・
ン
法
学
)
の
課
題
の
一
つ
は
デ
ィ
ゲ

ス
タ
中
の
法
諺
的
諸
準
則
(
参
照
第
五
十
巻
十
七
章
「
法
の
諸
準
則
」
)
を
関
連
諸
法
文
(
事
案
)
の
類
型
化
を
通
じ
て
具
体
的
諸
基
準
(
裁

に
練
り
直
す
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
準
則
の
謂
は
ば
「
材
料
の
在
所
」
(
印

E
2
呂
田
門
司
コ
白
内
一

0
・H
∞・

φ
)
で
は
果
実
・
寄

判
規
範
)
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説

洲
・
埋
蔵
物
の
他
、
第
三
者
不
法
行
為
に
よ
る
売
却
物
の
減
損
{
貫
主
危
険
負
担
]

に
よ
り
売
主
に
生
じ
た
訴
権
{
代
位
利
得
]

の
譲
渡
が

扱
わ
れ
て
い
る
。
他
の
章
で
は
、
引
渡
す
べ
き
物
の
換
金
利
得
の
返
還
義
務
に
つ
き
「
法
律
行
為
に
よ
る
利
得
」
(
目
ロ
円

E
呂
田

)g宮市『

論

口市問。

E
Eロ
S
宮「円

azg)
か
否
か
の
区
別
を
判
断
基
準
と
す
る
パ
ウ
ル
ス
文

(
E
E・
o・-∞・
ι
・
2
・
当
面
の
適
用
事
案
は
第
二
売
却
後

に
滅
失
し
た
物
の
受
領
済
み
代
金
を
第
一
買
主
に
渡
す
べ
き
か
に
つ
き
否
定
)

が
あ
る
が
、
他
方
、
こ
れ
に
対
立
す
る
事
案
(
他
人
へ
の
遺

贈
物
を
自
己
宛
て
と
信
じ
て
売
却
し
た
者
の
物
滅
失
後
の
売
得
金
返
還
義
務
に
つ
き
否
定
一

E
・
o
-
H
N

日
ロ
ム
5
2
2
2
B
E

-02℃
-
巾
色
。
吋
印
芹
)

も
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
損
益
平
行
原
則
の
適
用
は
一
見
容
易
に
見
え
て
実
は
困
難
で
あ
り
、

ロ
オ
マ
法
曹
パ
ウ
ル
ス
自
身

の
「
区
別
」
基
準
に
よ
っ
て
も
事
情
は
変
わ
ら
な
い
。
イ
エ
リ
ン
グ
の
テ
エ
ゼ
に
よ
れ
ば
、

パ
ウ
ル
ス
は
「
法
律
行
為
に
よ
る
利
得
」
は
如

何
な
る
場
合
に
も
返
還
の
要
な
し
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
当
初
義
務
が
物
(
『

2)
を
目
指
し
て
い
る
場
合
(
損
害
賠
償
責
任
)

は
そ
の
種
の
利
得
返
還
は
請
求
で
き
な
い
と
言
う
の
だ
と
さ
れ
、

そ
の
含
意
と
し
て
侵
害
取
得
問
題
が
言
わ
ば
結
果
的
に
隠
蔽
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

イ
エ
リ
ン
グ
を
承
け
て
損
益
平
行
原
則
を
再
検
討
し
た
モ
ム
ゼ
ン
は
「
区
別
」
基
準
が
有
意
味
な
の
は
「
付
従
的
利
益
」

で
あ
っ
て
「
代

位
的
利
益
」
に
つ
い
て
は
無
意
味
な
こ
と
を
既
に
明
ら
か
に
し
、

ま
た
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
は
パ
ウ
ル
ス
文
(
売
買
関
係
)

の
「
区
別
」
を

侵
害
不
当
利
得
(
所
有
者
占
有
者
)
関
係
に
類
推
す
る
の
は
論
外
と
し
て
一
蹴
し
て
い
た
が
、
寸
区
別
」

の
発
掘
者
イ
エ
リ
ン
グ
の
姿
勢
は

変
わ
ら
ず
、

一
八
七
八
年
論
文
(
旧
善
意
占
有
者
に
対
す
る
利
得
返
還
請
求
一
所
得
権
保
護
限
界
論
)

で
も
一
段
と
パ
ウ
ル
ス
文
の
意
義
を

強
調
し
て
い
る
。
そ
の
狙
い
は
強
烈
な
所
有
権
「
取
引
」
保
護
に
あ
っ
た
。
第
一
草
案
の
過
程
で
即
時
取
得
制
度
が
採
用
さ
れ
る
と
ヴ
ィ
ン

ト
シ
ャ
イ
ト
の
側
の
所
有
権
思
想
が
鉾
を
収
め
易
く
な
っ
た
の
に
応
じ
て
イ
エ
リ
ン
グ
の
主
張
と
そ
の
象
徴
と
も
言
う
べ
き
「
法
律
行
為
に

よ
る
利
益
」
基
準
は
侵
害
不
当
利
得
法
上
の
通
説
に
受
容
さ
れ
て
転
成
し
、

他
方
、
古
典
法
研
究
で
は
、
シ
ュ
ル
ツ

ま
だ
棄
て
去
ら
れ
て
は
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

(
但
し
一
九

O
六
年
)

に
よ
れ
ば
当
面
の
事
案
に
つ
き
果
実
か
ら
の
類
推
を
峻
拒
し
た
パ
ウ
ル
ス

北法44(6・2)1414



に
お
い
て
「
法
律
行
為
に
よ
る
利
得
」
は
ぜ
再
三
白

gロ
の
賜
物
と
さ
れ
、
こ
の
限
り
で
は
実
定
法
拳
上
の
通
説
と
同
じ
意
義
(
但
し
所
謂

違
法
性
説
を
採
る
シ
ユ
ル
ツ
に
と
っ
て
は
誤
れ
る
ロ
オ
マ
的
思
想
と
し
て
反
面
教
師
的
意
義
)

を
持
た
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
「
法
律
行
為
に
よ
る
利
得
」
の
現
状
に
対
し
て
、
最
近
、
デ
ィ
ゲ
ス
タ
釈
義
家
で
あ
る
と
同
時
に
侵
害
不
当
利
得
法
の
専
門

家
と
目
さ
れ
る
ヤ
コ
プ
ス
氏

(
F
5
2
S
Z
宮
崎
。
江
主

5
2・目ハ
O
E
F
r
t
o
目的「巾円
Z
E円
宮
市
の
巾
ヨ
ロ
ロ
『
弘
吉
田
m
g
m
g円
F
R
E
E円宮市「

ωRZ-Hmvmwω)

(*) 

の
精
密
周
到
な
パ
ウ
ル
ス
文
釈
義
に
よ
れ
ば
、
パ
ウ
ル
ス
の
文
脈
上
は
こ
の
言
葉
に
は
凡
そ
一
般
化
可
能
な
含
意
は
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。

著
者
は
こ
れ
に
よ
り
、
差
当
り
、
制
定
法
(
不
当
利
得
規
定
)

の
歴
史
的
解
釈
に
必
要
な
一
基
礎
(
立
法
時
点
よ
り
も
更
に
遡
る
解
釈
史
の

中
に
探
求
さ
る
べ
き
立
法
事
実
)

を
提
供
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
著
者
は
、
パ
ウ
ル
ス
が
検
討
展
開
す
る
売
主
責
任
の
諸
相
諸
事

案
に
つ
い
て
の
中
世
以
来
の
解
釈
史
に
お
け
る
侵
害
取
得
思
想
(
註
釈
学
派
で
白

2
2
8
と
し
て
一
旦
は
自
覚
さ
れ
な
が
ら
そ
の
後
の
釈

義
で
見
失
わ
れ
た
思
想
)

に
注
目
す
る
よ
う
で
あ
る
。
実
定
法
学
上
の
通
説
が
細
部
的
論
点
に
お
い
て
は
常
に
再
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い

パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

そ
し
て
そ
の
際
の
導
き
の
糸
如
何
を
問
う
と
き
、
著
者
の
基
本
的
主
張
一
寸
歴
史
的
(
デ
ィ
ゲ
ス
タ
学
習
を
通
じ
て
今
日
の
法
の

継
続
的
形
成
を
促
す
)
法
学
岡
市
出
向
E
n
E
X
-
-
河内円
F
Z三
回
目
」
は
こ
れ
を
短
絡
的
な
も
の
と
即
断
し
去
っ
て
よ
い
か
、
何
れ
に
せ
よ
私
た
ち
が

る
現
状
、

実
定
法
学
と
法
学
史
と
の
関
係
を
反
省
す
る
よ
い
機
縁
と
思
わ
れ
た
。
そ
こ
で
ロ
オ
マ
法
研
究
会
は
昨
年
(
一
九
九
三
年
)
夏
に
本
書
を
取

上
げ
た
が
、
小
菅
の
分
担
(
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
・
古
典
法
研
究
)
原
稿
未
完
の
た
め
こ
の
計
画
全
体
と
し
て
は
一
頓
挫
を
き
た
し
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
藤
原
・
飛
世
両
氏
の
草
稿
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
有
意
味
な
も
の
で
あ
る
の
で
公
表
す
べ
き
も
の
と
考
え
、

そ
の
体
裁
と
し
て

は
、
当
初
の
計
画
通
り
ロ
オ
マ
法
研
究
会
記
事
と
し
て
一
括
掲
載
を
編
集
委
員
会
に
懇
請
し
た
と
こ
ろ
幸
い
に
も
御
了
承
が
得
ら
れ
、
あ
の

の
協
働
を
、
こ
の
よ
う
な
形
に
せ
よ
記
録
し
え
た
の
が
嬉
し
い
。

冷
夏
の
中
を
熱
中
し
て
い
た
我
ら
会
員
(
担
当
者
以
外
も
含
め
て
)

(
*
)
本
書
の
粋
で
あ
る
パ
ウ
ル
ス
文
テ
ク
ス
ト
内
容
の
法
学
的
・
問
答
法
的
復
元
や
「
従
来
の
解
釈
」
と
の
精
密
な
対
決
の
様
は
一
切
省
略
し
、

北法44(6・3)1415



説首命

骨
子
の
み
紹
介
す
る
(
な
お
後
出
・
藤
原
論
文
(
前
掲
書
結
章
の
紹
介
)
に
お
け
る
パ
ウ
ル
ス
所
説
の
「
債
務
負
担
意
思
」
は
、
以
下
の
紹
介
(
釈

義
の
部
)
で
は
「
債
務
負
担
行
為
」
(
が
責
任
対
象
・
内
容
・
範
囲
を
如
何
に
確
定
し
て
い
る
か
)
と
表
現
さ
れ
て
い
る
)

第
一
部
一
「
遺
産
売
却
に
お
け
る
責
任
対
象
は
、
物
(
『
2
)
か
、
そ
れ
と
も
代
金
(
司
2
E
E
)
か。」

(
ω
-
H
N
)

遺
産
購
入
問
答
契
約
の
責
任
対
象
は
、
ケ
ル
ス
ス
の
同
契
約
文
言
(
ぶ

=
g
g
胃円
E
5
3
)
の
解
釈
(
ロ
印
。

5
・
2)
に
よ
れ
ば
、

(
相
続
開
始
時
か
ら
遺
産
売
却
時
ま
で
に
)
「
遺
産
か
ら
売
主
の
許
へ
到
達
す
る
も
の
す
べ
て
」
(
代
金
ぜ
『
2
5
3
で
は
な
く
て
、
物
自
体
イ
巾
印

G
Z
J

と
さ
れ
、
そ
の
内
訳
は
、
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
の
「
市
民
法
注
解
」

(
0
5・品

N
2
)
に
よ
れ
ば
、
山
遺
産
所
属
物
を
手
中
に
す
る
以
前
に
遺
産
を

売
却
し
て
い
た
と
き
は
訴
権
譲
渡
で
あ
り
[
第
一
事
業
守
山
物
を
有
体
的
に
取
得
し
(
ま
た
は
債
務
を
取
立
済
)
の
と
き
は
「
物
が
z

ヨ
リ
完

全
に
立
巾
E
5
3」
到
達
し
た
の
で
あ
り
{
第
二
事
案
]
、
山
遺
産
売
却
以
前
に
売
却
し
た
個
別
物
の
代
金
を
取
得
し
て
い
た
と
き
は
、
「
代
金
が
E

明
ら
か
に
宮
EB--
」
到
達
し
た
[
第
三
事
案
]
、
と
さ
れ
る
。
か
く
て
、
遺
産
売
却
(
諾
成
契
約
)
に
伴
う
遺
産
売
却
問
答
契
約
は
、
売
主
責
任

の
基
礎
は
変
更
す
る
が
、
責
任
範
囲
は
遺
産
売
買
(
諾
成
)
契
約
に
よ
る
其
れ
を
そ
の
ま
ま
引
継
ぐ
。
こ
の
前
提
の
も
と
、
パ
ウ
ル
ス
(
以
下
P
)

は
本
法
文

(
U
・
5a
品
・
巴
一
詳
細
は
飛
世
論
文
)
に
お
い
て
、
売
却
さ
れ
た
遺
産
の
内
訳
が
債
務
負
担
行
為
の
後
で
変
動
し
、
売
主
責
任
は
問

答
契
約
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
場
合
の
、
売
主
責
任
如
何
の
「
質
疑
」
を
導
入
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
法
文
が
全
体
と
し
て
取
扱
う
事
項
も
、

(∞・

5
)
「
遺
産
売
却
問
答
契
約
の
内
容
」
だ
け
で
は
な
く
て
、
先
ず
遺
産
売
却
に
お
け
る
、
つ
い
で
個
別
物
の
売
却
に
お
け
る
、
売
主
責
任
に

他
な
ら
ず
、
そ
の
他
す
べ
て
の
関
連
事
案
も
、
売
買
対
象
の
変
化
に
関
す
る
一

-
(
∞

'E)
売
主
の
問
答
契
約
上
の
責
任
は
〈
物
か
〉
そ
れ
と
も
(
右
の
ケ
ル
ス
ス
の
原
則
に
反
し
て
)
〈
そ
の
代
金
か
〉
、
と
発
問
す
る
P
は、

事
業
を
第
二
売
却
(
遺
産
所
属
物
を
別
人
に
売
却
)
が
問
答
契
約
の
先
[
問
答
契
約
後
続
]
か
後
[
問
答
契
約
先
行
]
か
で
分
解
す
る
。
先
ず
、

問
答
契
約
後
続
の
場
合
は
、
第
二
売
却
が
遺
産
売
却
・
問
答
契
約
聞
に
挟
ま
る
(
次
出
)
の
で
な
け
れ
ば
凡
そ
第
二
売
却
に
は
な
ら
ず
、
ウ
ル

ピ
ア
ヌ
ス
の
第
三
事
案
(
本
「
質
疑
」
の
出
発
事
案
)
に
す
ぎ
ず
、
代
金
責
任
は
明
ら
か
で
あ
る
。

3
5
)
し
か
し
P
は
、
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
と

は
異
な
る
表
現
〈
信
ず
る

R
E
5
5
V
か
ら
す
れ
ば
、
全
く
同
じ
で
は
な
い
別
の
事
案
を
想
定
し
て
を
り
、
但
し
出
発
事
案
に
最
近
隣
の
こ
の

事
案
は
、
遺
産
所
属
物
売
却
が
問
答
契
約
に
後
続
す
る
事
案
[
問
答
契
約
先
行
事
案
]
で
は
な
い
。
こ
の
対
極
的
事
案
に
移
る
前
に
中
間
に
位

置
し

E
つ
判
定
が
確
実
に
『
代
金
』
と
な
る
事
案
を
挟
み
込
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
(
印
・
コ
)

P
は
こ
の
中
間
事
案
と
し
て
、
出
発
事
案
(
ウ
ル
ピ
ア

ヌ
ス
の
第
三
事
案
)
を
討
議
冒
頭
で
次
の
様
に
「
先
鋭
化
」
し
た

γ
1
3・
E)
遺
産
売
却
と
遺
産
売
買
問
答
契
約
と
は
同
時
が
通
例
だ
が
、

両
者
の
問
に
時
間
的
間
隔
の
生
ず
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
、
売
却
対
象
の
変
化
が
中
間
時
に
起
こ
れ
ば
、
〈
売
主
は
問
答
契
約
に
基
づ
き
何

北法44(6・4)14日



を
給
付
す
べ
き
か
〉
即
ち
「
遺
産
売
却
で
は
な
く
て
問
答
契
約
が
為
さ
れ
た
と
き
ま
で
に
遺
産
か
ら
売
主
の
許
に
到
達
し
た
も
の
」
に
関
す
る

責
任
が
問
題
に
な
る
。

|
|
(
ω
・
コ
一
続
)
こ
の
事
案
で
は
、
遺
産
売
却
に
基
づ
き
こ
れ
に
よ
り
確
定
さ
れ
た
も
の
(
つ
ま
り
、
お
よ
そ
ま
だ
生

じ
て
も
い
な
い
遺
産
所
属
物
売
却
に
基
づ
く
代
金
は
論
外
)
が
給
付
さ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
(
彼
の
責
任
と
し
て
確
定
せ
る
こ
と
は
(
∞
昆
)

変
更
し
え
な
い
の
で
は
あ
る
が
)
、

P
は
遺
産
問
答
契
約
に
基
づ
く
代
金
責
任
を
承
認
す
る
一
遺
産
問
答
契
約
は
、
売
主
責
任
を
新
規
に
設
定
し
、

一
個
の
変
動
(
売
買
責
任
に
関
す
る
限
り
は
も
は
や
考
慮
し
え
ぬ
が
、
問
答
契
約
責
任
に
関
す
る
限
り
考
慮
が
な
お
可
能
か
つ
正
し
い
変
動
)

を
粛
ら
す
。
『
信
ず
る
』
の
判
定
は
『
明
ら
か
』
を
乗
越
え
、
事
案
か
ら
事
案
へ
の
法
学
的
推
論
が
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。
今
ま
で
『
明
ら
か
』
と

恩
わ
れ
た
こ
と
を
疑
わ
し
め
る
(
個
別
物
売
却
が
遺
産
売
却
と
問
答
契
約
に
後
続
す
る
事
案
で
も
そ
の
代
金
が
給
付
さ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
)
。
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2
同
(
∞
目
N
N
)
(
先
ず
相
続
財
産
構
成
部
分
と
し
て
次
い
で
個
別
物
と
し
て
売
却
さ
れ
た
)
物
に
つ
き
売
主
が
こ
れ
を
〈
訴
求
し
た

胃
Z
R
5
5
2三
巴
/
し
よ
う
と
す
る
宮
3
2
5ロ
『
己
目

(30)〉
と
言
わ
れ
、
更
に
一
方
の
事
案
で
売
主
が
問
答
契
約
後
に
こ
れ
を
{
取
得
し
た

E
円
宮
ふ
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
遺
産
売
却
時
に
は
物
は
売
主
の
も
と
に
は
な
い
。
胃
3
2
E
5
よ
り
も
む
し
ろ

(
ω
-
N
g

胃
3
2
E
R
5
の

読
み
を
採
り
、
物
が
売
却
前
に
売
主
に
未
到
達
(
遺
産
売
主
が
別
人

(
H
第
二
買
主
)
に
第
四
者
の
許
に
あ
る
物
を
売
る
)
と
仮
定
す
れ
ば
、

〈
代
金
が
問
答
契
約
の
中
に
入
っ
た
と
我
は
信
じ
る
〉
一
即
ち
遺
産
売
却
以
前
の
個
別
物
売
却
(
出
発
事
案
)
に
お
け
る
と
同
じ
代
金
責
任
と
い

う
推
論
(
結
論
)
、
は
向
様
に
明
ら
か
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
物
が
三

2
5凹
に
売
主
に
到
来
せ
ぬ
限
り
は
、
相
続
財
産
買
主
(
日
第
一
買
主
)

は
売
主
か
ら
物
訴
追
委
任
又
は
繋
属
訴
権
譲
渡
し
か
請
求
で
き
ず
[
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
第
一
事
案
]
、
こ
の
ま
ま
で
は
物
は
獲
得
で
き
な
い
か
ら
。

多
分
、
売
主
又
は
買
主
自
身
に
よ
る
物
追
及
は
売
得
金
と
向
性
質
の
「
訴
訟
物
評
価
額
冨
岡
田
忠
巳

E
E
O」
に
帰
着
し
、
別
人
へ
の
売
却
は
相
続

財
産
と
そ
の
買
主
に
、
後
に
ど
の
み
ち
取
得
す
る
も
の
を
直
ち
に
調
達
す
る
。
売
却
は
そ
の
限
り
で
、
相
続
財
産
と
そ
の
買
主
の
利
益
と
な
り
、

仮
令
売
却
物
が
後
で
売
主
に
到
達
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
代
金
が
〈
問
答
契
約
の
中
に
入
っ
て
〉
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
川

(
ω
N
斗
)

も
う
一
つ
の
択
一
事
案
[
問
答
契
約
先
行
]
で
は
問
答
契
約
時
に
は
物
は
未
だ
売
主
の
許
に
な
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
(
こ
こ
で
も
問
答

契
約
後
に
売
主
が
別
人
へ
売
却
の
〈
後
で
/
前
に
〉
「
物
を
取
得
し
た
」
か
を
区
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
両
事
案
で
結
論
が
同
一
に
な
り
う
る
か
は

後
述
)
o
p
は
テ
エ
マ
(
相
続
財
産
内
容
変
化
に
よ
る
責
任
対
象
変
化
)
を
、
売
主
の
問
答
契
約
上
の
責
任
が
(
こ
の
債
務
負
担
行
為
以
後
に
)

な
ほ
変
容
可
能
な
所
以
を
、
物
を
問
答
契
約
後
に
(
別
人
へ
の
売
却
と
の
順
序
は
不
問
)
売
主
の
許
に
到
達
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
り
論
証
す
る
。

蓋
し
到
達
以
前
は
責
任
対
象
は
問
答
契
約
に
基
づ
い
て
も
訴
追
委
任
又
は
訴
権
譲
渡
な
の
に
、
売
主
の
〈
物
を
取
得
し
た
〉
と
同
時
に
結
論
は
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説自命

別
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
(
給
付
義
務
は
ケ
ル
ス
ス
準
則
に
よ
り
「
物
」
に
な
る
)
か
ら
。
(
∞
-
N
∞
)

P
は
か
く
て
「
物
」
責
任
を
確
認
し
た
の

ち
(
「
代
金
」
責
任
を
考
察
す
る
た
め
に
)
〈
故
に
(
別
人
へ
相
続
財
産
か
ら
奴
隷
が
売
ら
れ
こ
れ
が
死
ぬ
な
ら
)
そ
の
代
金
を
負
う
べ
き
か
?
〉

と
問
う
が
、
こ
の
推
論
は
、
〈
物
を
負
う
べ
き
だ
〉
の
確
定
に
接
合
す
る
売
却
奴
隷
死
亡
事
案
の
結
論
と
さ
ら
に
そ
の
理
由
と
な
る
ス
テ
イ
タ
ス

事
案
の
結
論
が
「
何
も
(
物
も
代
金
も
)
負
わ
ぬ
」
と
い
う
の
で
な
け
れ
ば
調
子
は
ず
れ
で
あ
り
、

(ω
・
包
)
こ
の
択
一
肢
が
省
略
さ
れ
て
「
代

金
」
の
方
が
強
調
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
文
章
は
、
問
い
と
し
て
は
否
定
的
傾
向
、
不
決
断
の
表
明
と
し
て
は
肯
定
的
傾
向
に
な
る

o
Z
E

E
-
B
文
は
否
定
的
傾
向
の
方
に
直
結
す
る
が
、
し
か
し
P
は
、
〈
物
を
負
う
だ
ろ
う
〉
の
後
で
持
出
す
事
案
で
は
、
聞
い
を
肯
定
す
る
可
能
性
を

狙
っ
て
い
る
。
彼
の
開
E
Z
u
g
-巾

E
r
を
O
F出
世

E
S
t
o
p
の
形
で
取
出
す
と
一
(
的
戸
)
物
が
問
答
契
約
後
に
売
主
に
到
達
す
る
な
ら
、
物
の
給
付

義
務
を
負
ぃ
、
更
な
る
責
任
対
象
変
更
は
生
じ
え
な
い
。
つ
ま
り
最
終
的
な
責
任
確
定
行
為
の
後
は
売
主
自
身
の
所
為
に
よ
り
責
任
対
象
を
吏

に
変
更
し
う
る
の
は
、
相
続
財
産
中
で
未
だ
三

g-E∞
で
は
な
か
っ
た
何
か
、
即
ち
遺
産
の
現
状
を
本
来
変
更
せ
ず
に
ヨ
リ
良
く
す
る
だ
け
の
何

か
が
、
彼
の
所
為
に
よ
り
相
続
財
産
中
に
到
達
す
る
限
り
に
お
い
て
で
し
か
な
い
。
な
お
可
能
な
の
は
買
主
の
た
め
に
す
る
事
務
で
あ
り
、
買

主
も
為
し
た
で
あ
ろ
う
事
務
に
よ
り
売
主
の
許
に
到
来
す
る
も
の
し
か
彼
の
責
任
に
入
ら
な
い
だ
ろ
う
。
然
し
こ
の
点
は
遺
産
に
属
す
る

な
Z
E
E
に
到
達
し
て
い
る
)
物
の
売
却
に
つ
い
て
は
、
買
主
が
そ
の
物
自
体
に
利
害
関
係
を
持
ち
う
る
以
上
、
直
ち
に
は
言
え
な
い
。
か
く
て

P
は
肯
定
的
傾
向
の
発
問
に
至
り
、
相
手
方
討
議
者
の
ス
テ
イ
タ
ス
事
業
に
よ
る
反
論
に
対
し
て
は
右
の
事
情
に
よ
る
事
案
聞
の
相
違
を
指
摘

す
る
。3

(第
一
部
を
終
る
に
あ
た
り
)
川

(ω

・
ω
N
)

売
主
責
任
の
問
答
契
約
を
伴
う
相
続
財
産
売
却
事
案
で
問
答
契
約
後
の
相
続
財
産
所
属
物
売

却
の
場
合
で
も
、
物
の
代
り
に
売
得
金
が
給
付
さ
る
べ
し
と
の
責
任
変
化
が
な
ほ
生
ず
る
か
、
と
の
問
い
に
対
し
て
、
一
定
の
事
案
に
つ
き
次

の
点
が
承
認
さ
れ
る
一
こ
の
変
化
は
あ
り
う
る
、
そ
し
て
ス
テ
ィ
ク
ス
事
案
を
み
れ
ば
こ
の
可
能
性
の
根
拠
が
分
か
る
一
相
続
財
産
売
却
上
の

責
任
が
入
り
こ
ん
で
い
る
問
答
契
約
は
、
相
続
財
産
売
却
と
い
う
そ
の
性
質
か
ら
し
て
変
化
可
能
な
諸
対
象
(
物
自
体
、
物
の
訴
追
委
任
、
そ

の
物
の
訴
権
譲
渡
、
更
に
は
物
の
売
却
か
ら
の
代
金
)
を
有
す
る
。
パ
ウ
ル
ス
は
、
差
当
り
は
肯
定
に
傾
き
つ
つ
も
決
断
せ
ず
に
提
出
し
た
こ

と
を
、
こ
こ
で
初
め
て
可
能
だ
と
宣
言
す
る
が
、
ま
だ
そ
れ
以
上
に
は
出
て
い
な
い
。
凶

P
の
考
え
方
は
個
別
物
売
却
は
(
そ
の
物
が
事
変
で

滅
失
す
れ
ば
)
遺
産
買
主
の
利
害
に
係
わ
る
事
務
だ
と
の
観
点
に
(
今
日
の
形
態
と
共
通
点
は
全
然
な
い
に
せ
よ
)
既
に
達
し
て
は
い
た
が
、

こ
の
見
方
と
、
物
が
第
四
者
の
も
と
に
あ
る
と
い
う
事
情
と
の
関
連
も
、
(
問
答
契
約
後
の
売
却
の
場
合
に
)
売
却
奴
隷
の
死
即
ち
物
の
滅
失
と
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の
関
連
も
、
読
取
れ
な
い
。
何
れ
に
せ
よ
、

P
が
問
答
契
約
先
行
事
案
で
の
代
金
責
任
肯
定
へ
進
む
際
の
か
か
る
慎
重
さ
を
十
分
に
考
慮
し
て

い
な
い
従
来
の
解
釈
(
遺
産
売
却
事
案
は
既
に
第
一
部
で
判
定
済
み
、
そ
の
理
由
は
第
二
売
却
は
遺
産
の
、
し
た
が
っ
て
買
主
の
事
務
一
事
務

管
理
的
観
点
)
を
み
る
に
、

(ωω
匂
)
後
期
註
釈
学
派
の
単
純
化
に
よ
る
『
集
合
体
』
準
則
お
よ
び
こ
の
『
麗
し
き
区
別
』
の
理
由
如
何
を
初
め

て
問
、
っ
た
フ
ァ
ア
ベ
ル
で
は
、
そ
の
持
出
す
「
準
訴
権
」
は
そ
の
性
質
上
論
拠
と
し
て
不
十
分
だ
し
、
従
来
の
解
釈
に
お
け
る
P
の
奇
異
は
こ

れ
に
止
ま
ら
ず
、
遂
に
は

ω一
方
の
択
一
事
案
の
判
定
理
由
が
他
の
択
一
事
案
の
判
定
に
際
し
述
べ
る
と
こ
ろ
と
全
く
矛
盾
す
る
に
至
る
一

(ω
・

2
)
従
前
の
解
釈
は
右
の
事
務
管
理
観
点
の
補
完
を
〈
黙
示
的
に
合
意
さ
れ
た
と
観
ら
れ
る
〉
の
言
及
の
中
に
見
出
す
か
ら
、
〈
土
地
の
売
主
が

果
実
を
給
付
す
る
の
と
同
様
云
々
〉
も
こ
の
観
点
に
整
合
せ
し
め
る
一
売
却
さ
れ
た
遺
産
の
所
属
物
の
売
却
事
案
に
お
け
る
第
二
売
却
に
よ
る

「
代
価
」
は
、
土
地
売
却
事
案
に
お
け
る
「
果
実
」
(
売
主
は
〈
誠
意
に
よ
り
〉
こ
れ
を
買
主
に
給
付
す
べ
き
こ
と
周
知
の
通
り
)
に
他
な
ら
ぬ

と
言
、
つ
P
は
、
個
別
物
二
重
売
買
事
案
の
判
定
理
由
と
し
て
述
べ
た
ば
か
り
の
こ
と
、
即
ち
〈
取
引
行
為
の
故
に
〉
と
〈
物
か
ら
〉
と
を
区
別

し
て
前
者
に
よ
る
取
得
の
故
に
第
一
買
主
か
ら
第
二
売
却
に
よ
る
代
金
を
奪
っ
て
い
た
こ
と
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
(
〈
物
か
ら
〉
の
取
得

疑
い
な
き
)
果
実
か
ら
〈
取
引
行
為
の
故
に
〉
取
得
さ
れ
た
代
金
へ
と
推
論
す
る
。
(
∞
-
K
H
A

山
)
ク
ヤ
キ
ウ
ス
お
よ
び
フ
ァ
ア
ベ
ル
は

P
を
そ
の
矛

盾
か
ら
連
れ
戻
す
た
め
に
土
地
売
却
事
案
を
個
別
物
二
重
売
却
事
案
の
方
に
結
び
つ
け
る
が
、
(
的
品
∞
)
前
者
で
は
《
物
か
ら
〉
の
例
と
し
て
土

地
事
案
の
果
実
が
引
用
さ
れ
る
の
で
、
土
地
事
案
は
む
し
ろ
合
同
凶
l

回二

E
Z
E
C
V
に
な
っ
て
し
ま
う
し
、

(ω
・
長
引
)
後
者
で
は
、
ア
ゾ
ォ
を
批
判

し
つ
つ
、
二
重
売
却
代
金
と
土
地
か
ら
収
取
(
さ
れ
た
の
で
は
な
く
て
)
さ
れ
な
か
っ
た

(
H
怠
っ
た
)
果
実
と
の
間
に
比
較
を
置
く
(
第
二

売
却
は
な
か
っ
た
、
即
ち
売
得
金
は
取
得
さ
れ
な
か
っ
た
)
が
、

(ω
・
印
。
)
収
取
さ
れ
ざ
る
果
実
に
つ
き
責
め
な
き
こ
と
か
ら
は
、
獲
得
済
み
代

金
が
獲
得
さ
れ
ざ
る
も
の
と
看
倣
し
う
る
と
の
推
論
は
成
立
し
え
な
い
。

第
二
部
(
的
・
印
N
)

債
務
負
担
行
為
が
責
任
対
象
を
如
何
様
に
決
め
て
い
る
か
一
そ
の
性
質
上
形
姿
変
動
可
能
な
も
の
と
し
て
、
即
ち
(
訴
権

の
場
合
の
よ
う
に
)
給
付
さ
る
べ
き
物
か
ら
売
得
金
相
当
の
「
訴
訟
物
評
価
額
」
ま
で
も
生
み
出
す
も
の
と
し
て
、
或
は
ま
た
悪
化
・
滅
失
(
奴

隷
な
ら
病
気
・
死
亡
)
し
う
る
も
の
と
し
て
、
決
め
て
い
る
か
、

P
が
判
定
の
決
め
手
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
の
点
は
既
に
第
一
部
の
ス
テ

イ
ク
ス
事
案
に
関
連
し
て
示
さ
れ
て
い
た
が
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
問
答
契
約
訴
権

2
2
5
2
広
告
己
広
三
の
場
合
に
つ
い
て
し
か
未
だ
示
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
(
∞
-
m
ω
)

そ
れ
な
ら
ば
、
責
任
内
容
の
決
定
基
準
が

d
c
S
E
g
-
-
で
あ
る
債
務
負
担
行
為
一
誠
意
訴
訟
た
る

買
主
訴
権
(
白
2
5
2国
立
回
)
で
は
、
結
論
は
別
様
、
つ
ま
り
死
亡
奴
隷
の
売
得
金
も
責
任
対
象
に
な
り
う
る
(
現
代
用
語
で
言
え
ば
「
侵
害
取
得
」

~t法44(6 ・ 7)1419 



説
吾£λ
民間

へ
の
責
任
拡
張
)
の
で
は
な
い
か
、
こ
の
疑
問
に
答
え
る
の
が
第
二
部
で
あ
る
。

-
「
二
重
売
買
の
「
事
案
」
の
詳
細
」
〈
し
か
し
こ
の
点
は
、
個
別
物
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
〉
一
こ
の
点
を
証
明
す
る
た
め
の
更
な
る
事

案
は
、

g
E
E
g
基
準
に
よ
る
債
務
負
担
行
為
に
関
し
且
つ
遺
産
売
却
事
案
に
隣
接
す
る
事
案
、
即
ち
個
別
物
の
二
重
売
買
事
案
で
あ
り
、
売

得
金
責
任
が
可
能
な
遺
産
売
却
事
案
お
よ
び
そ
の
不
可
能
な
ス
テ
ィ
ク
ス
事
案
の
両
事
案
と
、
諸
事
情
に
し
て
同
じ
な
ら
ば
、
こ
の
事
案
で
も

売
得
金
責
任
は
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
両
事
案
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
本
事
案
で
目
立
つ
二
事
情
の
う
ち
、
同
第
一
買
主
に
は
未
だ

引
渡
な
し
、
の
点
は
後
述
。
川
第
二
買
主
か
ら
代
金
受
領
済
み
、
の
点
に
関
し
て
は
、
抑
々
本
事
案
で
は
第
二
買
主
に
対
す
る
引
渡
如
何
も
勘

案
す
る
。

同
「
第
二
質
主
へ
の
引
渡
し
は
な
い
」
訪
日
叶
)

P
が
奴
隷
の
第
二
貫
主
へ
の
引
渡
を
仮
定
し
う
る
の
は
、

(

α

)

奴
隷
の
死
の
原
因
は
そ

の
体
質
の
み
(
引
渡
に
は
な
い
)
と
P
が
当
然
に
了
解
し
た
か
(
引
渡
済
み
の
事
案
を
仮
定
す
る
従
来
の
解
釈
)
、

i
ー
し
か
し
P
で
は
そ
の
可

能
性
は
な
い

(2z
一
o
s
r
E
胃
)
|
ー
そ
れ
と
も
、

(
3
a
)
P
の
売
主
責
任
準
則
が
今
日
の
法
と
は
違
っ
て
い
た
の
か
、
何
れ
か
の
場
合

だ
け
で
あ
る
。
(
∞

-
E一
)
こ
の
後
者
の
仮
定

(F)
は
、
ス
テ
イ
タ
ス
事
案
に
み
る
よ
う
に
喝
さ
呂
田
印
O
『
(
問
答
契
約
債
務
者
)
で
は
肯
定
さ
れ

る
が
、
買
主
訴
権
(
誠
意
訴
訟
)
で
は
然
ら
ず
、
引
渡
を
始
め
売
主
の
義
務
に
反
す
る
こ
と
は
す
べ
て
責
任
を
生
ぜ
し
め
(
今
日
的
に
言
え
ば
「
債

権
侵
害
」
)
、
物
件
を
そ
の
滅
失
を
惹
起
す
る
状
況
へ
驚
ら
し
た
点
が
考
慮
さ
れ
る

0

3・
。
。
)
つ
ま
り

P
が
前
記
の
よ
う
に
判
定
す
る
以
上
は
、

奴
隷
は
第
二
買
主
に
も
未
だ
引
渡
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
売
主
の
許
で
死
ん
だ
こ
と
、
を
前
提
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
[
し
か
し
]
だ
か
ら
[
と
言

っ
て
]

P
は
第
二
買
主
へ
引
渡
済
み
の
場
合
は
「
第
二
売
却
売
得
金
回
復
請
求
権
を
承
認
」
(
巧
ミ
自
己
)
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
は
仮
定
し
え

ぬ
し
、
売
却
物
を
再
度
売
却
し
第
二
買
主
に
引
渡
す
者
は
「
遅
滞
に
あ
る
と
観
ら
れ
る
、
:
:
:
第
二
買
主
か
ら
受
取
っ
た
代
金
を
第
一
買
主
に

対
し
て
負
う
と
言
う
べ
き
だ
」
(
ア

y
ク
ル
シ
ウ
ス
に
賛
成
す
る
限
り
で
の
フ
ア
ア
ベ
ル
)
と
も
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
買
主
へ
の
引
渡
し

に
よ
る
「
契
約
違
反
」
は
遅
滞
に
似
て
も
此
れ
か
ら
は
区
別
さ
る
べ
き
事
案
で
あ
っ
て
、
買
主
訴
権
は
引
渡
済
み
事
案
で
も
第
二
売
却
に
よ
る

代
金
を
直
撃
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
引
渡
済
み
事
案
で
は
〈
私
は
君
に
何
も
買
主
訴
権
上
負
わ
な
い
〉
は
成
立
し
な
い
と
い
う
だ
け
で
あ
る

一
私
は
引
渡
済
み
事
案
で
は
物
の
価
値
を
、
即
ち
こ
れ
を
限
度
と
し
て
第
二
売
却
代
金
を
、
給
付
す
る
責
め
を
負
う
。
個
別
物
の
売
買
で
は
売

得
金
は
買
主
訴
権
で
は
捕
捉
さ
れ
ぬ
点
の
証
明
の
た
め
に
、
P
は
本
事
案
を
売
主
に
売
得
金
を
保
持
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
に
「
先
鋭
化
」
し
た
、

つ
ま
り
、
第
二
買
主
へ
の
引
渡
の
故
に
第
一
買
主
の
利
害
関
係

(
-
E
2
2
2
)
に
関
す
る
売
主
責
任
が
少
し
で
も
問
題
に
な
る
事
案
は
お
よ
そ
使

北法44(6・8)1420



パウルス文(D.18.4.21)の解釈史

う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
(
∞
・

2
)
フ
7

ア
ベ
ル
(
パ
ウ
ル
ス
事
案
は
売
主
の
許
で
の
奴
隷
死
亡
な
る
を
指
摘
)
お
よ
び
ク
ヤ
キ
ウ
ス

に
よ
り
そ
の
後
の
解
釈
か
ら
殆
ど
完
全
に
駆
逐
さ
れ
た
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
(
「
標
準
注
釈
」
)
で
は
、
パ
ウ
ル
ス
文
全
体
(
第
二
部
の
み
な
ら
ず
)

の
最
難
点
が
、

rz-O
品∞

H
C
N
H

か
ら
生
じ
た
。
即
ち
、
「
偽
罪
」
を
犯
し
た
二
重
売
却
者
に
第
二
売
得
金
の
慰
め
を
与
え
る
点
は
受
容
れ

難
い
一
売
得
金
補
足
の
理
由
付
け
は
〉
守
-

U

H

N

「
N

ω

(

2

5

〉
Z

H

ω

H

回
の
切
の
前
身
)
を
以
て
は
(
物
は
既
に
売
却
時
に
売
得
金
返
還

を
受
け
る
べ
き
者
の
所
有
に
属
す
る
か
ら
)
な
し
え
ぬ
が
、
。
品
∞
一
回
0
・
N
H

か
ら
は
可
能
で
あ
る
(
包
ぜ
「
D
宮
市
「
ロ
司
君
己
主
5
尾
昌
三
)
。
ア
ッ
ク

ル
シ
ウ
ス
は
仲
間
の
註
釈
学
派
た
ち
が
衡
平
(
国
Z
E
Sと
か
ら
推
論
せ
る
と
こ
ろ
に
賛
成
す
る
。
(
∞
・
⑦
N
)

ク
ヤ
キ
ウ
ス
と
フ
ァ
ア
ベ
ル
以
後

の
解
釈
は
す
べ
て
、
こ
の
P
に
正
反
対
の
「
標
準
注
釈
」
の
見
解
を
忘
却
し
た
。
し
か
し
こ
の
見
解
は
、
不
法
行
為
利
得
は
非
行
者
の
も
と
に

向
問
ま
る
べ
き
で
は
な
く
、
被
害
者
に
属
す
べ
き
だ
と
の
正
し
き
感
情
の
表
現
で
あ
っ
て
、
発
展
途
上
の
「
侵
害
取
得
」
責
任
思
想
で
あ
り
、
(
∞
固

め

ω)
「
標
準
注
釈
」
(
間
一
門
戸
一
売
主
の
「
才
覚
」
、
買
主
の
「
愚
鈍
」
)
に
よ
る
も
「
ロ
オ
マ
的
思
想
」
(
∞
宮
古

-
5
8
に
よ
る
取
得
は
、
そ
れ
が

他
人
の
権
利
を
害
す
と
も

ω胃
E
Z
E
に
帰
属
す
)
に
対
抗
し
た
思
想
で
あ
る
。
ォ
ド
フ
レ
ェ
ド
ス
や
後
期
註
釈
学
派
に
始
ま
る
新
解
釈
は
こ
の

P
の
「
区
別
」
を
無
造
作
に
「
麗
し
」
と
讃
え
(
前
出
)
、
彼
の
個
別
物
売
却
判
定
の
実
質
整
合
性
証
明
に
努
め
た
の
で
、
却
っ
て
代
金
二
重
徴

収
論
に
点
火
し
た
。
こ
の
幽
霊
を
駆
逐
す
る
た
め
に
本
法
文
の
こ
の
部
分
は
売
買
危
険
負
担
論
に
取
込
ま
れ
、
給
付
す
べ
き
物
の
売
却
に
よ
る

代
金
は
危
険

[
H
不
履
行
責
任
]
負
担
者
に
帰
属
す
る
「
利
益
門
C
E
S
o
E
B
」
へ
と
昇
進
さ
せ
ら
れ
[
「
利
益
」
な
る
形
で
「
侵
害
取
得
」
の
問

題
が
隠
さ
れ
た
で
こ
れ
は
イ
エ
リ
ン
グ
お
よ
び
モ
ム
ゼ
ン
以
前
に
は
誰
も
想
到
し
な
か
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
結
果
、
二
重
売
買
事
案
に
つ
き
「
標

準
注
釈
」
以
後
フ
ァ
ア
ベ
ル
や
ク
ヤ
キ
ウ
ス
で
も
な
お
残
っ
て
い
た
問
題
、
本
法
文
で
の
P
の
問
題
一
第
一
買
主
と
の
関
係
で
は
こ
れ
に
属
す

る
物
の
た
め
に
第
二
買
主
か
ら
売
主
に
支
払
わ
れ
た
代
金
一
非
専
門
的
に
言
え
ば
他
人
の
権
利
へ
の
侵
害
か
ら
の
利
得
は
ど
う
す
べ
き
か
の
問

題
は
、
解
釈
意
識
か
ら
消
失
し
た
。
な
お
、
フ
ァ
ア
ベ
ル
お
よ
び
ク
ヤ
キ
ウ
ス
は
、
P
を
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
等
か
ら
守
る
た
め
に
、
P
に
よ
り

買
主
訴
権
の
限
界
の
証
拠
と
さ
れ
る
本
事
案
か
ら
「
偽
罪
」
を
除
去
す
る
こ
と
を
試
み
、
こ
こ
で
初
め
て
、
売
得
金
は
〈
取
引
行
為
の
故
に
〉

売
主
の
許
に
留
ま
っ
て
よ
い
と
の
所
謂
「
ロ
オ
マ
的
思
考
様
式
」
が
打
出
さ
れ
、

P
に
は
未
だ
残
っ
て
い
た
衡
平
に
は
反
す
る
が
己
む
を
得
ず

と
の
問
題
意
識
は
欠
落
し
始
め
た
の
で
る
。
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川
「
第
二
買
主
の
支
払
あ
り
」

そ
の
意
味
を
考
へ
抜
か
ぬ
か
ら
、

(
∞
・
。
斗
)
こ
の
先
給
付
の
点
に
つ
き
フ
ァ
ア
ベ
ル
(
「
代
金
支
払
が
先
行
す
る
の
が
普
通
」
)
は
安
易
に
す
ぎ
、

3
2
)
従
前
の
す
べ
て
の
解
釈
同
様
に
、
P
に
お
い
て
第
二
買
主
が
支
払
済
と
未
払
の
両
事
案
に
は
違
い
が



説論

な
い
、
即
ち

P
の
第
三
理
由
(
〈
君
に
負
っ
て
い
た
の
は
物
で
あ
っ
て
訴
権
で
は
な
か
っ
た
さ
に
お
け
る
訴
権
は
、
第
二
買
主
に
対
す
る
代
金

支
払
請
求
の
「
売
主
訴
権
」
で
あ
る
(
第
一
買
主
に
は
本
訴
権
は
帰
属
せ
ぬ
故
に
売
得
金
も
帰
属
せ
ず
)
と
考
え
て
し
ま
う
。
(
∞

-S)
仮
に

P

も
、
代
金
受
領
前
売
主
に
は
第
二
貫
主
に
対
す
る
代
金
支
払
請
求
権
あ
り
と
考
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
彼
は
同
じ
こ
と
を
対
第
一
買
主
関
係
で

も
前
提
し
て
い
た
か
、
或
は
、
滅
失
事
変
が
両
買
主
を
襲
い
え
ぬ
以
上
、
何
故
こ
れ
が
第
一
貫
主
で
は
な
く
て
第
二
買
主
を
襲
う
の
か
、
そ
の

理
由
を
心
得
て
い
た
に
違
い
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

P
が
第
二
買
主
と
の
関
係
で
売
得
金
の
売
主
へ
の
帰
属
を
明
ら
か
に
前
提
し
て
を

り
、
他
方
、
「
法
感
情
」
を
全
く
欠
く
者
で
は
な
い
彼
に
と
っ
て
従
来
の
解
釈
(
両
買
主
の
、
或
い
は
選
択
的
一
方
の
危
険
負
担
)
す
べ
て
が
問

題
に
な
ら
な
い
以
上
、
彼
の
見
解
(
二
重
売
買
で
の
危
険
負
担
論
)
は
、
二
重
売
却
で
売
主
は
単
な
る
締
約
を
理
由
と
し
て
は
買
主
の
何
れ
か

ら
も
代
金
請
求
し
え
ず
、
但
し
最
初
に
支
払
わ
れ
た
代
金
は
保
有
し
う
る
一
支
払
(
ま
た
は
引
渡
)
が
支
払
人
(
ま
た
は
引
渡
受
領
者
)
に
危

険
を
帰
属
せ
し
め
、
何
れ
も
為
さ
れ
て
い
な
い
う
ち
は
売
主
は
物
滅
失
の
場
合
何
も
得
る
も
の
は
な
い
、
と
い
う
以
外
に
は
な
い
。

i
i
(∞
・
コ
)

い
か
な
る
買
主
危
険
負
担
理
論
に
も
所
有
権
取
得
効
果
の
「
前
倒
し
」
が
あ
り
、
所
有
権
取
得
以
前
に
買
主
に
つ
き
『

g
宮ユニ。
g
E
C
が
妥
当

す
る
。
両
買
主
の
何
れ
も
が
同
一
物
の
所
有
権
を
各
自
独
立
に
取
得
す
る
こ
と
は
あ
り
え
ぬ
と
同
様
、
こ
の
危
険
移
行
に
お
い
て
前
倒
し
さ
れ

た
所
有
権
取
得
効
果
が
各
買
主
ご
と
に
別
々
に
生
ず
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
両
者
に
生
じ
え
ぬ
以
上
、
何
れ
に
も
生
じ
え
ぬ
[
前
倒
し
の
論
理
]
。

本
効
果
が
債
務
行
為
に
基
づ
く
以
上
(
〈
5
2
Z
E
R『匂巾『印
CEM
と
し
て
同
位
階
)
、
締
約
に
よ
り
第
一
買
主
に
移
行
し
た
危
険
は
第
二
締
約
に

よ
り
売
主
に
戻
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
売
主
に
危
険
を
免
れ
さ
せ
る
た
め
に
は
、
物
は
誰
に
帰
属
す
べ
き
か
の
前
提
に
答
え
る
行
為
一
引
渡
行
為
、

ま
た
は
売
主
の
も
と
で
滅
失
の
場
合
の
一
方
買
主
の
支
払
行
為
、
を
要
す
る
。
|
|
(
∞
斗
ω)

以
上
に
よ
り
、

P
の
事
案
で
何
故
、
〈
私
が
奴
隷

を
(
第
一
買
主
に
)
引
渡
さ
ず
に
別
人
に
売
っ
て
代
金
を
受
取
り
奴
隷
が
死
ん
だ
〉
と
語
ら
れ
た
の
か
が
完
全
に
分
か
る
。
す
な
わ
ち
第
二
買

主
と
の
関
係
で
の
売
得
金
の
売
主
へ
の
帰
属
が
あ
っ
て
こ
そ
、
売
主
が
遺
産
売
却
事
案
で
の
よ
う
に
本
事
案
で
も
第
一
買
主
に
給
付
の
責
め
あ

り
や
の
問
い
が
成
立
つ
こ
と
が
、
お
よ
び
何
故
引
渡
欠
如
が
ス
テ
イ
タ
ス
事
案
で
な
く
本
事
案
で
の
み
語
ら
れ
、
第
二
買
主
へ
の
引
渡
欠
如
が

前
提
さ
れ
て
い
る
(
奴
隷
の
第
二
買
主
へ
の
引
渡
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
)
か
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
引
渡
と
支
払
プ
ラ
ス
滅
失

と
が
二
重
売
買
危
険
負
担
決
定
の
た
め
の
両
行
為
な
の
で
あ
る
(
売
買
危
険
負
担
の
準
則
の
二
重
売
却
で
の
修
正
)
。

2

「
決
疑
理
由
」

(
E
C
D
己

2
E
E
E
)
(
ω
・
2)
個
別
物
二
重
売
却
事
案
の
細
目
確
定
の
後
、
P
は
こ
れ
を
用
い
て
証
明
(
第
二
部
冒
頭
)

を
続
行
す
る
。
奴
隷
が
売
主
の
も
と
で
死
ぬ
ま
で
は
、
第
一
貫
主
は
(
売
主
の
許
に
猶
存
す
る
)
奴
隷
の
引
渡
を
要
求
し
う
る
(
引
渡
が
あ
れ
ば
、
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パウルス文 (D.18.4.21)の解釈史

第
二
買
主
は
代
金
の
返
還
請
求
し
う
る
)
の
み
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
奴
隷
が
ま
だ
生
き
て
い
る
限
り
で
は
、
フ
ァ
ア
ベ
ル
(
「
如
何
な
る
口

実
で
第
一
買
主
は
売
主
に
対
し
て
第
二
買
主
か
ら
の
代
金
を
寄
越
せ
と
訴
え
る
つ
も
り
か
?
こ
の
場
合
、
買
主
訴
権
が
な
い
以
上
、
ど
ん
な

訴
権
で
?
」
)
に
反
対
す
べ
き
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
フ
7

ア
ベ
ル
は
第
二
買
主
支
払
済
の

(
P
が
仮
定
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
)
点
に
無
造

作
だ
っ
た
か
ら
(
前
出
)
、
奴
隷
が
一
旦
死
亡
す
る
や
、
そ
の
支
払
に
よ
っ
て
法
状
況
が
変
わ
る
の
に
気
づ
か
な
か
っ
た
。
P
で
は
今
日
と
は
別

の
準
則
に
よ
っ
て
、
奴
隷
死
亡
に
よ
り
支
払
代
金
は
確
定
的
と
な
り
、
今
や
、
売
主
は
そ
の
物
に
つ
き
利
得
を
記
帳
し
う
る
し
、
「
信
義
」
な
い

し
(
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
引
用
す
る
と
こ
ろ
の
無
名
氏
の
)
「
衡
平
」
が
出
番
に
な
っ
て
、
売
主
は
利
得
を
そ
の
物
の
給
付
義
務
上
の
相
手
方
た
り

し
者
に
与
え
よ
と
命
ず
る
。

(ω

呂
)
代
金
を
狙
っ
て
買
主
訴
権
が
彼
に
与
え
ら
れ
で
も
よ
い
と
す
れ
ば
、
フ
ァ
ア
ベ
ル
が
[
こ
の
限
り
で
は
]

実
に
適
切
に
続
け
る
よ
う
に
、
売
主
が
代
金
を
「
物
か
ら
な
H
2・
2
∞
a
q
p『
円
日
目
巾
∞
父
宮
)
」
取
得
し
た
場
合
だ
け
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、

寄
託
者
の
相
続
人
が
寄
託
訴
権
で
受
寄
者
に
売
得
金
ま
た
は
代
金
訴
権
譲
渡
を
請
求
し
う
る
場
合

(
d
s
o
-
-。
ω
同
合
一

F
E
U・
5
'
ω
-
N
)
。

つ
ま
り
、
債
務
負
担
行
為
が
個
別
物
を
給
付
対
象
と
し
て
確
定
し
て
い
る
場
合
で
も
、
責
任
対
象
は
果
実
の
分
だ
け
拡
張
し
う
る
の
み
な
ら
ず
、

さ
ら
に
、
変
化
が
そ
の
物
か
ら
生
ず
る
限
り
は
、
そ
の
物
が
別
の
も
の
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
が
責
任
対
象
と
な
る
。
し
か
し
本
件
(
個
別
物
二

重
売
却
)
の
売
主
は
代
金
を
、
(
∞
ゴ
)
第
二
買
主
の
先
給
付
に
基
づ
き
奴
隷
死
亡
に
よ
り
、
即
ち
代
金
引
換
の
奴
隷
給
付
は
な
し
に
、
有
す
る

の
で
あ
る
。
彼
が
代
金
を
有
す
る
の
は
ぷ
H
2
3
に
も
ぜ
「
名
門
2
2
B
=
に
も
よ
ら
ず
z

望
。
立
2

5
包
江
主
5
5
E
2
に
よ
る
の
で
あ
り
、
P
が
本
件

(
細
目
精
査
済
み
)
で
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
い
売
主
が
代
金
を
有
す
る
は
自
己
の
「
才
覚
」
(
第
二
買
主
に
先
給
付
さ
せ
た
)
即
ち
後
者
の
「
愚

鈍
」
と
奴
隷
死
亡
事
変
と
に
因
る
。
彼
に
何
も
支
払
わ
せ
ず
、
逆
に
対
第
一
買
主
関
係
で
責
任
解
除
さ
え
鷲
ら
し
た
事
情
に
よ
る
。
か
く
て
売

主
は
代
金
を
第
二
買
主
の
費
用
で
の
み
有
す
る
。
そ
の
よ
う
な
利
益
は
貫
主
訴
権
で
は
捕
捉
で
き
な
い
の
だ
、
と
。
(
∞
・
斗
∞
一
)
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス

は
或
る
援
用
法
文
の
事
案
に
つ
い
て
売
主
の
「
才
覚
」
、
買
主
の
「
愚
鈍
」
を
一
言
う
か
ら
、
パ
ウ
ル
ス
事
案
は
既
に
「
標
準
注
釈
」

(
d
g宮内『

口
市
問
。
己
記

5
5ヨ
ョ
)
に
よ
っ
て
正
確
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
ア
ソ
ク
ル
シ
ウ
ス
の
引
用
す
る
無
名
氏
。
E
E
E
の
「
衡
平
」
は
、
ロ

オ
マ
不
当
利
得
法
の
狭
さ
を
克
服
せ
し
め
た
あ
の
ポ
ム
ポ
ニ
ウ
ス
(
「
何
人
も
他
人
の
損
失
に
お
い
て
不
法
に
利
得
せ
ざ
る
は
自
然
法
上
衡
平
な

り」

U

印
。
コ

N
O
G
)

の
忠
告
芹
即
日
に
他
な
ら
ぬ
か
も
し
れ
ぬ
。
だ
か
ら
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
自
身
の
見
解
(
代
金
の
責
任
の
根
拠
を
寸
偽
罪
」

か
ら
の
帰
結
と
考
え
る
)
は
退
歩
で
あ
り
、
こ
の
た
め
ク
ヤ
キ
ウ
ス
や
フ
7

ア
ベ
ル
も
「
侵
害
不
当
利
得
」
思
想
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
利
得
の
引
渡
の
問
題
に
つ
き
P
は
不
当
利
得
法
の
狭
さ
を
既
知
の
前
提
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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説E命

3

「
代
金
と
果
実
と
の
類
似
」
(
印
∞
。
)
売
却
に
よ
り
引
受
け
る
責
任
範
囲
に
関
す
る
限
り
、
相
続
財
産
は
奴
隷
に
で
は
な
く
土
地
に
似

る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
契
約
訴
権
で
「
侵
害
利
得
」
が
捉
え
ら
れ
る
の
は
、
債
務
負
担
行
為
が
、
土
地
売
却
に
お
い
て
収
取
済
み
果
実
に
関
係

さ
せ
得
る
の
と
同
様
の
仕
方
で
、
遺
産
売
却
に
お
い
て
遺
産
所
属
物
売
却
の
代
金
に
関
係
さ
せ
う
る
と
き
に
限
ら
れ
る
。
ア
ゾ
ォ
(
尚
一

d
E冊
目
邑
呂

o
Eヨ
ョ
)
を
借
り
れ
ば
、
こ
の
「
類
似
」
は
代
金
と
果
実
が
「
物
か
ら
」
引
出
せ
る
と
解
し
う
る
利
得
な
ら
ば
、
そ
し
て
問
題
が
そ

の
よ
う
な
利
益
を
契
約
責
任
の
な
か
に
取
込
む
こ
と
に
あ
る
な
ら
ば
、
本
当
に
「
良
き
」
類
似
な
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。
即
ち
、
遺
産
売
却

事
案
で
の
代
金
責
任
の
根
拠
は
締
結
さ
れ
た
契
約
に
他
な
ら
ず
、
事
務
管
理
で
は
全
然
な
い
。
遺
産
所
属
物
売
却
に
関
し
て
〈
恰
も
買
主
の
事

務
を
行
な
う
〉
に
対
応
す
る
の
は
、
売
却
さ
れ
た
土
地
か
ら
の
果
実
収
取
に
関
し
て
〈
土
地
が
自
分
に
は
所
属
せ
ぬ
も
の
の
如
く
に
慨
怠
し
で

も
そ
の
責
め
を
関
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
て
類
似
は
、
売
主
が
契
約
に
基
づ
い
て
は
為
す
必
要
の
な
い
こ
と
(
買
主
の
事
務
)
を
行
な
う
こ
と
に

は
な
い
。
利
得
を
鷲
ら
す
行
為
を
客
観
的
に
買
主
に
割
当
て
る
こ
と
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
事
務
管
理
を
仮
定
す
べ
し
と
す
れ
ば
比
較
は
何
処

に
あ
る
か
、
フ
7

ア
べ
ル
の
よ
う
な
解
釈
に
至
つ
て
し
ま
、
う7
(
前
出
)
コ
。
(
窃
∞
.
∞
めg
)
P
は
(
相
続
財
産
売
却
事
案
で
は
)
売
、
主
王
は
、
売
却
が
《
会

わ
ば
相
続
人
と
し
て
為
し
た
〉
と
き
は
、
物
に
代
わ
る
代
金
の
責
め
を
負
う
と
判
定
す
る
。
相
続
人
た
る
私
が
相
続
財
産
を
売
却
し
、
こ
れ
に

他
人
の
も
と
に
あ
る
奴
隷
が
属
し
て
を
り
、
こ
の
奴
隷
を
更
に
譲
渡
し
換
金
す
る
機
会
が
私
に
供
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
私
は
こ
の
機
会
を
利
用

す
る
に
当
た
っ
て
必
ず
、
相
続
財
産
買
主
に
、
こ
の
奴
隷
に
つ
い
て
の
彼
の
利
害
を
間
合
わ
せ
る
だ
ろ
う
、
買
主
が
捉
ま
ら
ぬ
と
か
、
そ
の
奴

隷
を
手
許
に
お
い
て
い
る
者
か
ら
こ
れ
を

E
E
E正
常
に
取
り
戻
す
チ
ャ
ン
ス
が
小
さ
い
と
い
う
の
で
な
い
限
り
は
。
事
態
が
そ
う
で
な
い
の

に
私
が
譲
渡
す
る
な
ら
、
私
の
行
動
は
相
続
財
産
の
利
益
を
追
及
し
て
は
い
な
い
、
即
ち
〈
言
わ
ば
相
続
人
と
し
て
為
し
た
〉
の
で
は
な
く
、

私
の
手
中
に
到
達
し
た
物
を
換
金
す
る
場
合
も
同
様
で
あ
る

o
m
g
の
代
り
に
そ
の
売
却
か
ら
の
代
金
の
責
め
を
負
わ
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の

売
却
が
相
続
財
産
の
利
益
の
た
め
に
為
さ
れ
た
と
主
張
し
う
る
何
か
が
附
け
加
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
追
加
的
事
情

と
し
て
|
|
売
却
と
売
主
へ
の
物
到
達
と
の
時
間
的
関
係
に
も
拘
ら
ず
[
前
出

]
i
l
奴
隷
の
死
も
ま
た
そ
の
一
つ
な
の
で
あ
る
一
奴
隷
が
死
ん

だ
か
ら
、
適
時
の
換
金
が
相
続
財
産
に
有
利
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
部
一
「
個
別
物
売
却
に
お
け
る
訴
権
譲
渡
」

2
2
5
5自
育
忠
丘
同
市
)

(ω
・
∞
叶
)
奴
隷
死
亡
の
場
合
に
遺
産
買
主
に
奴
隷
売
却
代
金
の
責
め
を
負
わ
せ
る
の
は
、
奴
隷
が
売
主
の
手
中
に
到
達
し
て
売
主
責
任
の
対
象

に
な
っ
た
場
合
で
も
、
何
れ
に
せ
よ
可
能
な
判
定
で
あ
る
と
の
綴
密
な
論
証
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
者
(
巴
毛

E
E
C
は
、
代
金
が
個
別
物
二
重
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売
買
事
案
で
は
売
主
の
も
と
に
留
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
さ
れ
る
の
に
は
不
満
で
あ
る
。
そ
こ
で

P
は
、
こ
の
区
別
の
所
以
を
ヨ
リ
明
か
に
す

る
た
め
に
、
個
別
物
二
重
売
買
事
案
を
遺
産
売
却
事
案
と
完
全
に
一
致
す
る
よ
う
に
「
先
鋭
化
」
す
る
一
物
は
締
約
時
に
他
人
の
も
と
に
あ
り
、

売
主
に
は
訴
権
の
み
が
帰
属
し
、
こ
れ
が
「
訴
訟
物
評
価
額
」
に
帰
着
し
う
る
、
と
設
定
す
る
。
つ
ま
り
、
第
三
部
で
も
、
当
初
か
ら
の
問
題

一
即
ち
売
買
に
お
い
て
売
主
責
任
は
物
か
ら
其
の
代
り
に
取
得
さ
れ
た
代
金
へ
と
自
己
拡
張
し
う
る
か
、
が
依
然
問
題
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ

が
最
後
ま
で
考
え
抜
か
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

(ω
ゆ
ゆ

)

P
の
証
明
は
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
い
契
約
責
任
で
は
何
が
給
付
義
務
対
象
で
あ
る
か
は

責
任
設
定
契
約
が
確
定
す
る
一
物
が
売
ら
れ
れ
ば
、
物
追
求
の
た
め
売
主
に
属
す
る
訴
権
は
、
こ
れ
が
彼
に
二
倍
額
も
粛
ら
す
と
し
て
も
、
責

任
対
象
で
は
あ
り
え
な
い
。
売
主
に
そ
の
よ
う
な
訴
権
が
締
約
後
に
初
め
て
生
じ
る
と
き
も
、
事
案
が
売
主
に
物
喪
失
の
責
め
を
帰
し
え
な
い

も
の
で
は
な
い
限
り
は
、
つ
ま
り
売
主
が
物
を
例
え
ば
賃
貸
ま
た
は
使
用
貸
与
し
そ
れ
故
に
売
主
の
責
任
が
物
に
向
け
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
限

り
は
、
同
様
で
あ
る
一
〈
何
故
な
ら
、
売
主
が
ク
ル
パ
な
し
に
所
持
を
止
め
た
と
き
は
、
彼
が
給
付
す
べ
き
は
、
物
で
は
な
く
て
、
諸
訴
権
、

し
た
が
っ
て
訴
訟
物
評
価
額
ま
で
も
、
で
あ
る
一
何
故
な
ら
、
建
物
の
焼
失
後
は
、
敷
地
も
引
渡
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
〉
。

(
ω
5
0
)
契

約
が
物
(
『
巾
印
)
を
責
任
対
象
と
し
て
確
定
し
て
い
る
場
合
に
、
物
の
代
わ
り
に
、
物
喪
失
の
放
に
売
主
に
属
す
る
訴
権

(
E
E
C
)

お
よ
び
そ
の

よ
う
な
訴
権
が
売
主
に
賓
ら
す
も
の
が
責
任
対
象
た
り
う
る
の
は
、
こ
の
訴
権
が
、

2
5
2
5
で
あ
る
場
合
(
例
え
ば
家
屋
売
却
に
お
い
て
家

屋
消
失
後
も
土
地
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
事
案
)
に
限
ら
れ
る
。
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